
















戸河内中学校授業づくりマニュアル 資料１  

Ⅰ ねらい 

   基礎・基本をしっかり身につけ，一人ひとりの力を伸ばす授業を創っていくことを目標とする。また，授業の

ルールをきちんと理解し，全校で守っていく。 

 

Ⅱ 授業規律の基本 

 １ チャイムが鳴るまでに席に着く。 

  （授業間の１０分間は軽いリフレッシュ，トイレ，教室移動，授業準備などの時間であり遊び時間ではない。） 

 ２ 提出物，授業道具などの忘れ物がないようにする。 

  （忘れてしまった場合は授業担任に事前に連絡する。） 

 ３ 話す，聞く，作業，考えるなどの節度を守る。 

 ４ 積極的に発言をする。（まちがいを恥ずかしがらない。また，まちがいや失敗を絶対笑わない） 

 

Ⅲ 具体的な内容 

 １ 席に着き，授業が始まる前に，授業道具を準備しておく。 

 ２ 先生が教室に入り前に立ったら，手はひざの上に置き前を向く。このときに私語をしない。 

 ３ 全体が静かなのを確認したら代表の者が号令をかける。 

   「起立，気をつけ，礼，『お願いします』，着席」 

   ※お互いが，この１時間を充実した者にするためにしっかり声を出し，姿勢を正してあいさつをする。 

 ４ 先生     「授業目標をお願いします。」 

   担当生徒  授業目標を発表する。 

 ５ 授業の受け方 

  ・先生の話を聞くときには，頭を上げ先生の方をしっかり見，手は膝の上に置き，背筋を伸ばし姿勢を正す。 

  ・発言（質問・意見）は，手を挙げて，積極的におこなう。 

  ・学級全員の聞く姿勢を確認して話す。 

  ・発表者の方をしっかり見る。発表者は，大きな声・適切な速さで発言をする。 

    （単語だけでの発言をしない。  [例]『～です。』『～だと思います。』などをきちんと言う） 

  ・ノートを取る時，作業をするときは私語をせず集中しておこなう。 

 ６ 単元に応じて，授業終了前５分になったら，自己評価を記入する。 

 ７ 授業評価 

   先生     生徒からの目標に対しての評価をする。 

           本時の目標に対しての評価をする。 

 ８ 号令をかける 

   「起立，気をつけ，礼，『ありがとうございました』，着席」 

 

 ※ 教科係の仕事内容 

  ・朝会が始まる前（５分前が望ましい）に宿題を集め，集計をしておく。 

  ・一週間の授業が始まる前に教科担任と話をし，その週の目標を決めて記録簿に記録しておく。 

  ・授業後は教科担任の評価を聞き，反省を記録簿に記録しておく。 

  ・週末に暮会でその週の反省を発表する。 



資料２ 戸河内中学校ＴＴ基本パターンについて 

１ ねらい 

 本時のねらいに迫るためにティームティーチングの基本形を作り，パターンを増やしていくことで授業改善

につなげていく。 

 

２ 基本パターン 
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※ 教材をしぼってすすめていく 

※ 目標は基礎・基本，発問も目標

 

３ 基本パターンについて 
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資料３ 
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仮 説 １ 

基本的生活習慣を身につけることで健康の増進・体力の向上につながれば学力が向上するであろう。
仮 説 ２ 

生徒個々の実態把握と分析を通して個々に応じたきめ細やかな指導を行い指導と評価の一体化を図れば，学力が向上するであろう。
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○ 

○ 

○ 

○ 

 

体 力 の 向 上
 対 策 

体力・運動能力向上推進事業 

（ 生 活 を 支 え る 基 盤 ）

運動好きな生徒つくり 

新体力テスト実施 

体育授業の改善 

体育の宿題 

体育的行事の充実 
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連 携 

健康教育 

○ 生活リズムの確立 

○ 薬物乱用防止教室実施 

○ 心肺蘇生法・応急処置講習会実施 

○ スポーツ障害防止教室 

 

 精 神 面 → 意 欲 ， 気 力 ， 耐 性 力 の 低 下

体 力 の 低 下 

健 康 面 → 肥 満 や 生 活 習 慣 病
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 自学習ノートから 資料４ 
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